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会
員
の
皆
様
に
は
、
令
和
五

年
の
新
春
を
ご
家
族
お
揃
い

で
、
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
全
老
連
創
立
六
十

周
年
記
念
式
典
が
、
十
一
月
八

日
に
東
京
の
国
技
館
に
お
い

て
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
を
仰
ぎ
、
内
閣
総
理
大
臣
を

は
じ
め
厚
生
労
働
大
臣
、
衆
参

両
議
院
議
長
か
ら
祝
辞
を
い
た

だ
き
、
全
国
か
ら
約
九
百
名
の

会
員
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
に
お

い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
、
全
老

連
会
長
か
ら
育
成
功
労
者
、
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
、
優
良
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
、
永
年
勤
続
の
各

表
彰
を
受
彰
さ
れ
ま
し
た
皆
さ

ん
の
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
尽
力

や
地
域
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に

対
し
感
謝
し
、
お
祝
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
今
後
と
も
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
育
成
、
発
展
に
な
お

一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
三
年

に
な
り
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進

行
に
加
え
、
人
間
関
係
の
希
薄

化
や
長
い
自
粛
生
活
に
よ
る
体

力
の
低
下
、
認
知
症
高
齢
者
の

増
加
や
頻
繁
に
発
生
す
る
自
然

災
害
な
ど
に
よ
り
、
生
活
環
境

は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、「
出
会
い
」

と
「
ふ
れ
あ
い
」
の
場
で
も
あ

り
、
多
く
の
人
と
つ
な
が
り
を

持
つ
こ
と
で
、「
会
話
」
や
「
笑

い
」
が
生
ま
れ
ま
す
。
笑
い
が

認
知
症
や
心
臓
病
な
ど
あ
ら
ゆ

る
病
気
の
予
防
に
効
果
が
あ
る

こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
調
査
や

研
究
に
よ
っ
て
も
実
証
さ
れ
て

お
り
、「
笑
い
は
百
薬
の
長
」

と
言
わ
れ
る
所
以
で
も
あ
り
ま

す
。

　

コ
ロ
ナ
の
終
息
に
は
未
だ
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
老

人
ク
ラ
ブ
に
は
他
世
代
や
関
係

団
体
と
共
に
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
役

割
な
ど
も
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

会
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
感
染
予
防
に
留
意
し

本
年
も
解
散
や
退
会
ク
ラ
ブ
の

発
生
防
止
、
活
動
基
盤
の
強
化

と
活
性
化
に
努
め
、
全
老
連
が

提
唱
す
る
「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」
の
三
大
運
動
に
、
な
お
一

層
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会

員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

（
一
財
）滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長　

松
田　

輝
男

創造と連帯のシンボル

お申込み
お問い合せ

・所属の市町老人クラブ連合会
・滋賀県老人クラブ連合会

ホームページをご利用ください
　県老ク連では、会員や関係者の皆様に情報を
伝えたり交流に役立てていただくためにホーム
ページを開設しています。

「滋賀県老人クラブ連合会」で検索でき
ますので、ぜひご覧ください。

　11 月 16 日㈬、栗東芸術文化会館さきらにおいて第 61 回滋賀県
老人クラブ大会を開催しました。

　式典では、君が代の演奏に続いて、滋賀県老人ク
ラブ連合会の松田輝男会長が、日頃の老人クラブ
活動に対するお礼と今回表彰を受ける受彰者にお

祝いと謝意を述べました。
　 続く表彰式では、はじめに滋賀県知事表彰において
５名５クラブが受彰、続いて滋賀県老人クラブ連合会会長表彰におい

て 17 名 10 クラブが受彰されました。（受
彰者・団体は 2 ページに掲載）
　その後、来賓の滋賀県健康医療福祉部市
川忠稔部長（知事代理）および地元栗東市
の野村昌弘市長の祝辞、受
彰者代表草津市の田中修
三氏の謝辞、郷野智惠

子副会長の大会宣言案の朗読および参加者の拍手
による承認をもって式典が終了しました。
　休憩をはさんで、さつき寺として有名な日野町音
羽「雲迎寺」の住職で落語家の久志則行氏（高座名 てんご堂雅楽）

に「人生 100 年時代 笑いの効能で長生き
しましょう」と題する講演をしていただ
きました。
　久志氏は、6 年前に笑福亭鶴瓶門下を離
れて独立、改名した落語家で、2 年前に

「雲迎寺」の住職になりました。現在、磨
かれた話芸と住職としての仕事を両立さ

せながら、地元はもとより各地に出向いて、
落語と講話で参加者を楽しませていただい
ています。今回も、軽妙な口調で会場の参
加者と面白おかしくやりとりする場面もあ
り、大いに会場を沸かせました。
　講演終了後、大野稔副会長のあいさつを
もって閉会となりました。                           

第61回 滋賀県老人クラブ大会
（びわこ豊熟シニアクラブ大会）
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【
第
六
十
一
回

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
滋
賀
県
知
事
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
指
導
功
労
者

　

夏
原　

羊
造　
　
（
大
津
市
）

　

田
中　

修
三　
　
（
草
津
市
）

　

青
地　
　

彰　
　
（
栗
東
市
）

　

桐
原　

た
き　
　
（
栗
東
市
）

　

西
川　

征
一　
　
（
野
洲
市
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

渋
川
北
楽
寿
会　
（
草
津
市
）

　
上
砥
山
老
人
ク
ラ
ブ
福
寿
会（
栗
東
市
）

　

高
木
老
人
ク
ラ
ブ（
野
洲
市
）

　

市
東
老
人
ク
ラ
ブ

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

③「
老
人
ク
ラ
ブ
淡
海
の
郷
づ
く
り

　

推
進
事
業
」優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
【
伝
承
部
門
】

　

下
町
老
人
ク
ラ
ブ（
野
洲
市
）

▼
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

岡
村　

敬
市　
　
（
大
津
市
）

　

木
津　

和
子　
　
（
大
津
市
）

　

東　
　

順
子　
　
（
大
津
市
）

　

深
尾　

増
男（
近
江
八
幡
市
）

　

中
村　

成
行　
　
（
草
津
市
）

　

小
森　

悦
男　
　
（
守
山
市
）

　

西
村　

千
吾　
　
（
栗
東
市
）

　

松
田　

勝
征　
　
（
甲
賀
市
）

　

宮
本　

悦
子　
　
（
野
洲
市
）

　

小
森　

公
子　
　
（
野
洲
市
）

　

東　
　

孝
一　
　
（
湖
南
市
）

　

久
保　

稔
江
（
米
原
市
・
伊
吹
）

　

曽
羽　
　

貢　
　
（
日
野
町
）

　

青
木　

金
市
（
愛
荘
町
・
秦
荘
）

　

藤
居
喜
久
男

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

　

大
角　

貞
雄

（
愛
荘
町
・
愛
知
川
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

大
房
町
老
人
ク
ラ
ブ

（
近
江
八
幡
市
）

　

上
笠
第
二
老
人
ク
ラ
ブ
寿
楽
会

（
草
津
市
）

　

下
戸
山
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

（
栗
東
市
）

　

久
野
部
老
人
ク
ラ
ブ（
野
洲
市
）

　

乙
窪
老
人
ク
ラ
ブ
憩
ノ
会

（
野
洲
市
）

　

イ
ワ
タ
ニ
ラ
ン
ド
寿
楽
会

（
湖
南
市
）

　

猫
田
長
寿
会　
　
（
日
野
町
）

　

島
老
人
ク
ラ
ブ　
（
竜
王
町
）

　

目
加
田
老
人
ク
ラ
ブ
ブ
福
寿
会

（
愛
荘
町
・
秦
荘
）

　
尼
子
下
出
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ
延
寿
会

（
甲
良
町
）

③
永
年
勤
続
者

　

野
々
村
た
つ
江 

（
愛
荘
町・秦
荘
）

【
全
老
連
創
立
六
十
周
年
記
念

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
】

▼
厚
生
労
働
大
臣
表
彰　

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

白
井　

京
子　
　
（
野
洲
市
）

　

上
野　

善
久　
　
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　

尼
子
老
人
ク
ラ
ブ
喜
楽
会

（
甲
良
町
）

③
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

竜
王
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼
全
老
連
会
長
表
彰

①
老
人
ク
ラ
ブ
育
成
功
労
者

　

山
中
清
次
郎　
　
（
彦
根
市
）

　

松
宮　

清
子　
　
（
甲
良
町
）

②
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
大
津
市
南
郷
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

③
永
年
勤
続
者

　

内
藤　

貞
男　
　
（
栗
東
市
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
幸
多
き
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、日
頃
か
ら
、

地
域
の
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え

る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
国
内
で
初
め
て
確
認
さ
れ

て
か
ら
約
三
年
を
経
て
、
私
た

ち
は
コ
ロ
ナ
に
関
し
て
様
々
な

経
験
を
し
、
多
く
の
知
識
を
得

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
皆
様

と
力
を
合
わ
せ
て
「
感
染
を
防

ぎ
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
し
な

が
ら
、
社
会
・
経
済
活
動
を
進

め
る
」
と
い
う
生
活
様
式
に
移

行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
県

で
は
医
療
提
供
体
制
の
確
保
等

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
御
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
感
染
対
策
に
御
配
慮
い

た
だ
き
な
が
ら
、
活
動
を
通
じ

て
健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
中
心
的
な
存

在
と
し
て
、
支
え
合
い
の
輪
を

広
げ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
や

若
い
世
代
の
家
庭
を
支
え
る
取

組
に
も
活
動
の
幅
を
広
げ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

こ
と
を
大
変
心
強
く
感
じ
て
お

り
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

滋
賀
県
政
一
五
〇
周
年
を
迎

え
た
昨
年
、世
界
農
業
遺
産「
琵

琶
湖
シ
ス
テ
ム
」
認
定
や
ビ
ワ

イ
チ
推
進
基
本
方
針
の
策
定
、

県
立
高
等
専
門
学
校
の
設
置
場

所
決
定
、
次
期
滋
賀
地
域
交
通

ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
な
ど
、
未
来

の
滋
賀
へ
つ
な
ぐ
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
大
事
な
一
年
と

な
り
ま
す
が
、
謙
虚
さ
を
持
ち

な
が
ら
、
し
っ
か
り
と
職
責
を

全
う
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

今
、
世
界
情
勢
が
私
た
ち
の

暮
ら
し
に
影
響
を
与
え
、
気
候

変
動
や
人
口
減
少
な
ど
も
含

め
、
先
行
き
が
見
え
な
い
不
安

が
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
に
あ
っ
て
も
「
未
来
へ
と

幸
せ
が
続
く
滋
賀
」
を
実
現
す

る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
不
安

や
孤
独
、
生
き
づ
ら
さ
に
寄
り

添
い
、
ワ
ク
ワ
ク
と
や
す
ら
ぎ

を
大
切
に
、
誰
も
が
笑
顔
が
輝

く
「
健
康
し
が
」
を
目
指
し
て
、

「
ひ
と
づ
く
り
」「
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
健
康
づ
く
り
」「
安
全
・

安
心
の
滋
賀
づ
く
り
」「
グ
リ
ー

ン
・
デ
ジ
タ
ル
に
よ
る
経
済
・

社
会
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
滋
賀
の
自
治
の
力
を

信
じ
、
滋
賀
か
ら
関
西
、
関
西

か
ら
世
界
へ
の
つ
な
が
り
を
見

据
え
、
滋
賀
の
強
み
を
発
信
し

て
ま
り
ま
す
。

　

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
！

　

令
和
四
年
十
一
月
八
日
、
全

老
連
創
立
六
十
周
年
記
念
全
国

老
人
ク
ラ
ブ
大
会
が
、
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と

に
、
東
京
都
の
国
技
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
の
参
加
者
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
応
に
よ
る
人
数
制

限
も
あ
っ
て
、
前
回
の
記
念
大

会
（
平
成
二
十
四
年
）
の
半
数

の
約
九
百
人
で
、
滋
賀
県
か
ら

は
、
表
彰
を
受
け
る
方
も
含
め

て
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
当
日
の
午
後
の
み

で
、
式
典
で
は
東
京
都
老
連
会

長
の
開
会
の
こ
と
ば
、
全
老
連

会
長
の
式
辞
の
後
、
厚
生
労
働

大
臣
、
東
京
都
知
事
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
続
い
て
天
皇
陛
下

の
お
こ
と
ば
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
大
臣
表
彰
、
全
老
連
会

長
表
彰
が
行
わ
れ
、
続
い
て
内

閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両
議
院
議

長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た

（
参
議
院
議
長
以
外
は
代
理
）。

祝
辞
の
あ
と
、
大
会
宣
言
の
朗

読
、
採
択
が
あ
り
式
典
が
終
わ

り
ま
し
た
。

　

式
典
の
後
は
、
阿
刀
田
高
氏

の
「
老
い
て
こ
そ
ユ
ー
モ
ア
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
あ
り
、

続
い
て
次
回
大
会
開
催
地
の
秋

田
県
老
連
会
長
に
よ
る
あ
い
さ

つ
、
全
老
連
副
会
長
に
よ
る
閉

会
の
こ
と
ば
を
も
っ
て
大
会
終

了
と
な
り
ま
し
た
。（
事
務
局
）

ワ
ク
ワ
ク
と
や
す
ら
ぎ

子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
の

「
健
康
し
が
」へ

滋
賀
県
知
事　

三
日
月
大
造

受
彰
者
一
覧
（
敬
称
略
）

天皇陛下おことば
　全国老人クラブ連合会の創立 60 周年記念全
国大会に、皆さんと共に出席できることをうれ
しく思います。
　老人クラブは、戦後の厳しい状況の中、高齢
者自身が作り上げたものであり、各地の老人ク
ラブが、健康、友愛、奉仕を柱とした様々な活
動に取り組み、それぞれの地域に明るい長寿社
会を築くことに寄与してきました。関係者の
60 年にわたるたゆみない努力により、老人ク
ラブが全国に普及し、各地において、高齢者が
お互いに助け合いながら、健康の増進や相互の
支え合い、住みよい地域づくりに貢献してきた
ことは大変意義深いことと思います。この度、
表彰を受けられる皆さんを始め、多くの関係者
の尽力に対し、深く敬意を表します。
　高齢者の方々には、近年、新型コロナウイル
ス感染症の感染拡大により、大変に御苦労が多
かったものと思います。そのような中にあって、
老人クラブの皆さんが創意や工夫をこらし、子
どもたちや若い世代とも交流しながら、積極的
に社会参加を進められていることを、頼もしく
思います。
　今後とも、皆さんのこれまでの経験と知恵を
若い世代に伝えつつ、老人クラブが、我が国に
おける高齢者の社会参加や明るい地域づくりの
ために、重要な役割を果たしていくことを期待
しております。
　これからも、皆さんが健康に十分留意されな
がら活躍されることを願い、大会に寄せる言葉
といたします。

全
老
連
創
立
六
十
周
年
記
念
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨
席
の
も
と
に
開
催
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●
長
寿
社
会
の
状
況

　

わ
が
国
が
、
超
高
齢
社
会

（
全
人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳

以
上
の
割
合
が
二
十
一
パ
ー
セ

ン
ト
を
超
え
る
状
態
）
と
な
っ

て
十
数
年
が
経
ち
、
現
在
は

約
二
十
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
三
割

に
近
づ
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

の
先
も
ま
す
ま
す
高
齢
化
が
進

み
、
令
和
四
年
に
九
万
人
を
超

え
た
百
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、

将
来
そ
の
十
倍
近
く
ま
で
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
医
学
の
進
歩
に
よ

り
、
以
前
な
ら
死
に
直
面
す
る

よ
う
な
病
気
で
あ
っ
て
も
治
っ

た
り
軽
快
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
齢
者

が
望
む
「
健
康
で
長
生
き
」
実

現
の
た
め
に
は
、
医
療
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
自
身
の
心
が
け

や
生
活
の
あ
り
方
も
重
要
に
な

り
ま
す
。

●「
フ
レ
イ
ル
」に
つ
い
て

　

最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
ば
に「
フ
レ
イ
ル
」

が
あ
り
ま
す
。
要
介
護
に
な
る

一
歩
手
前
の
「
虚
弱
」
や
「
衰

弱
」
し
た
状
態
を
表
し
て
い
ま

す
が
、
一
旦
そ
の
よ
う
な
状
態

に
陥
る
と
、
加
齢
に
伴
う
意
欲

や
能
力
の
減
退
、
持
病
の
重
症

化
、
ま
た
人
と
の
関
係
の
希
薄

化
等
に
よ
る
不
活
発
な
生
活
か

ら
ま
す
ま
す
体
力
や
気
力
が
低

下
し
て
い
き
ま
す
。
外
出
や
運

動
を
し
な
く
な
り
、そ
の
結
果
、

家
庭
内
で
は
食
欲
減
退
に
よ
り

栄
養
状
態
が
悪
く
な
っ
て
、
ま

す
ま
す
心
身
が
衰
え
る
と
い
っ

た
悪
循
環
に
陥
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
認
知
症
の
発
症
や
生

活
習
慣
病
の
重
症
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
予
防
の
た
め
に

は
、「
身
体
活
動
」「
社
会
参
加
」

「
栄
養
の
摂
取
」
等
を
積
極
的

に
行
っ
て
悪
循
環
に
陥
ら
な
い

こ
と
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
状
態
が
悪
く
な
っ
て
か

ら
で
は
遅
く
、
早
く
か
ら
心
が

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
意
味
で
も
、
一
人
で

は
で
き
な
い
こ
と
で
も
、
一
歩

踏
み
出
し
て
、
仲
間
と
一
緒
に

楽
し
み
や
喜
び
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
運
動
も
で
き
る
老
人
ク

ラ
ブ
は
貴
重
な
存
在
と
言
え
ま

す
。（
八
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

　

老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
、県
・

市
町
老
ク
連
は
、
フ
レ
イ
ル
の

予
防
に
も
つ
な
が
る
健
康
づ
く

り
、
仲
間
づ
く
り
、
生
き
が
い

づ
く
り
お
よ
び
社
会
参
加
と
し

て
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
最
近
は
、「
笑
い
」

の
効
果
に
着
目
し
た
取
組
も
多

く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
次

に
「
笑
い
」
の
効
用
に
つ
い
て

触
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

●「
笑
い
」の
効
用

　

思
い
き
り
笑
う
と
、
気
分
が

よ
く
な
っ
た
り
ス
ト
レ
ス
が
発

散
し
た
経
験
は
誰
に
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、「
笑
い
」
が
も

た
ら
す
効
果
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
医
学
的
、
科
学
的
に
実
証

さ
れ
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

笑
い
に
よ
っ
て
、
免
疫
力
が
高

ま
っ
た
り
、
痛
み
を
軽
減
す
る

物
質
が
増
え
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
お
り
、
認
知
症
を
は
じ
め
疾

病
の
予
防
に
も
効
果
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
県
老
ク
連

と
し
て
は
、
研
修
会
等
の
講
師

選
び
に
当
た
っ
て
は
、
講
師
と

参
加
者
が
笑
い
を
通
じ
て
一
体

と
な
っ
て
楽
し
め
る
よ
う
な
内

容
に
な
る
よ
う
考
慮
し
て
い
ま

す
。
先
般
の
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

に
続
い
て
、
今
後
の
研
修
会
等

に
つ
い
て
も
「
笑
い
」
を
取
り

入
れ
た
も
の
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
（
事
務
局
）

健康長寿をめざして
～「笑い」の効用～
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昨
年
度
、
米
原
市
近
江
老
ク

連
が
新
規
事
業
と
し
て
取
り
組

ん
だ
「
近
江
地
域
え
え
と
こ
再

発
見
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
―
（
朱

印
帳
づ
く
り
）
は
大
好
評
で
、

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
だ
け
で
な
く

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
老
ク
連
は
第
二
弾

と
し
て
、
今
年
度
「
近
江
地
域

歴
史
探
訪
」
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ラ
リ
ー
は
、
近
江
地
域
に
関

係
の
あ
る
歴
史
上
の
人
物
な
ど

に
ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
昨
年

と
同
じ
く
朱
印
帳
に
ス
タ
ン
プ

を
捺
し
な
が
ら
巡
る
も
の
で
、

た
と
え
ば
、
戦
国
大
名
で
長
浜

城
主
で
も
あ
っ
た
山
内
一
豊
の

母
の
墓
が
あ
る
宇
賀
野
や
一
豊

の
家
臣
で
功
績
の
あ
っ
た
田
中

孫
作
の
生
誕
地
で
あ
る
高
溝
な

ど
二
十
二
か
所
に
な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
多
和
田
地
区
の
大

宝
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
で
地
元

の
お
寺
の
住
職
を
さ
れ
て
い
る

方
が
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
共
感

さ
れ
、
門
徒
の
女
性
部
（
大
半

が
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
）
に
働
き

か
け
て
朱
印
帳
づ
く
り
を
さ
れ

ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
の
は
比

較
的
若
い
方
々
で
老
人
ク
ラ
ブ

未
加
入
者
が
多
か
っ
た
の
で
、

指
導
に
当
た
っ
て
い
た
近
江
老

ク
連
の
創
造
推
進
員
で
県
老
ク

連
の
健
康
づ
く
り
推
進
員
が
加

入
を
勧
め
ま
し
た
。
な
お
、
加

入
の
働
き
か
け
は
、
多
和
田
地

区
だ
け
で
な
く
、
今
回
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
に
参
加
さ
れ
た
方
に

広
く
行
っ
て
お
り
、
そ
の
結

果
、
個
人
加
入
と
い
う
形
で
す

が
、
四
名
の
方
が
入
会
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
の
参
加
者
に
朱
印
帳
完

成
記
念
と
し
て
差
し
上
げ
て
い

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド
に
、
紫
香

楽
和
紙
と
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ
を

使
っ
た
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を
す
る

と
い
っ
た
取
組
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
老
ク
連
の
女
性
部
長
と
希

望
す
る
女
性
会
員
、
役
員
等
が

作
り
ま
し
た
が
、
デ
コ
パ
ー

ジ
ュ
に
よ
り
ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド

が
見
違
え
る
よ
う
に
な
っ
て
、

み
な
さ
ん
大
喜
び
さ
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
取
組
を
推
進
し
た
老
ク

連
の
創
造
推
進
員
は
、
役
員
が

一
致
協
力
し
て
一
つ
の
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
組
織

の
活
力
が
高
ま
り
、
仲
間
意
識

の
高
ま
り
も
感
じ
た
と
の
こ
と

で
、
今
後
の
事
業
展
開
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。　
　

（
取
材　

県
老
ク
連
）

コロナにもインフルエザにも気をつけよう 

消毒マスク 換気

除菌手洗いうがい

　

竜
王
町
老
ク
連
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
中
間
答
申
も
受

け
、
今
年
度
の
計
画
の
ひ
と
つ

に
、
新
し
い
形
の
事
業
と
し
て

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ
を
取
り
入

れ
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
ご
と
に
出
場

人
員
を
定
め
て
募
集
す
る
ス

ポ
ー
ツ
大
会
の
よ
う
な
半
ば
強

制
的
な
行
事
は
、
ど
う
し
て
も

評
判
が
良
く
な
い
こ
と
は
前
か

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
こ

う
し
た
束
縛
か
ら
離
れ
て
、
だ

れ
で
も
自
由
に
参
加
で
き
、
そ

し
て
娯
楽
な
ど
で
楽
し
み
な
が

ら
も
少
し
学
び
の
要
素
を
入
れ

た
事
業
を
考
え
た
い
と
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。

　

多
少
費
用
は
か
さ
む
か
も
し

れ
な
い
が
、
こ
こ
は
娯
楽

を
生
業
と
す
る
専
門
家

に
依
頼
す
る
の
が
一
番

と
い
う
こ
と
で
、
年
初
か

ら
出
演
者
を
探
し
交
渉

を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
い
わ
い
現
在
活
躍
中
の
落

語
家
、
四
代
目
桂
塩
鯛
師
匠
が

快
く
申
し
出
を
受
け
て
く
だ
さ

り
、
第
一
回
の
シ
ル
バ
ー
カ

レ
ッ
ジ
は
、「
笑
い
の
効
能
で

健
康
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

て
、
令
和
四
年
七
月
九
日
、
町

公
民
館
に
お
い
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
参
加
人
数
を
制
限
し
た
う
え

で
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
町
長
な

ど
来
賓
に
も
お
越
し
い
た
だ

き
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
百
五
十

席
は
満
席
と
な
り
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
全
体
六
十
分

で
、
前
半
は
師
匠
の
フ
リ
ー

ト
ー
ク
で
し
た
。
さ
す
が
に
プ

ロ
、
あ
ら
か
じ
め
お
願
い
し
て

お
い
た
健
康
づ
く
り
の
テ
ー
マ

を
巧
み
に
あ
ち
こ
ち
に
ち
り
ば

め
て
、
大
い
に
脱
線
も
し
な
が

ら
軽
妙
で
洒
脱
な
話
術
に
、
会

場
い
っ
ぱ
い
の
笑
い
が
絶
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
あ
と
本
物
の
高
座
落
語

を
一
席
楽
し
み
、
予
定
し
て
い

た
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。

　

出
会
い
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
中
、
会
員
同
士
が
久
し
ぶ
り

に
顔
を
合
わ
す
場
で
も
あ
り
、

会
場
は
終
始
和
や
か
な
笑
い
で

包
ま
れ
ま
し
た
。
終
了
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
ほ
ぼ
全
員
か

ら
、「
面
白
か
っ
た
」「
た
め
に

な
っ
た
」
と
の
声
が
聞
け
ま
し

た
。

　

今
回
の
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

は
落
語
を
中
心
に
笑
い
と
健
康

と
い
う
視
点
か
ら
計
画
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
「
笑
い
」
は

本
会
の
活
動
の
中
心
に
な
か
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
笑
い

の
効
用
は
広
く
認
知
さ
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て

会
員
の
参
加
意
欲
を
盛
り
立
て

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
当
初
の
目

的
は
達
成
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
（
大
野　
　

稔
）

地
域
の活動

だ
よ
り

竜
王
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

楽
し
く
て

そ
し
て
学
べ
る

シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ
ジ

米
原
市
近
江
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
第
二
弾

近
江
歴
史
探
訪

朱
印
帳
づ
く
り
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こ
の
度
は
、
滋
賀
県
知
事
か

ら
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
表

彰
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
丁
寧

な
ご
祝
辞
を
賜
り
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
地
域
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援

と
ご
協
力
、
愛
知
川
老
ク
連
の

ご
指
導
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
高
齢
者
が
活
躍

す
る
場
は
、
日
々
の
生
活
を
送

る
地
域
社
会
に
あ
る
と
思
い
ま

す
。そ
こ
で
、当
ク
ラ
ブ
は
、「
友

愛
部
」を
主
体
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
合
っ

て
、後
期
高
齢
者
を
対
象
に「
い

き
い
き
サ
ロ
ン
」
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
に
お
い
て
、
無
理
な

く
身
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
運

動
量
が
増
え
て
介
護
予
防
に
も

な
り
、
ま
た
、
仲
間
同
士
の
語

ら
い
や
笑
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
脳
を
使
う
こ
と
は

認
知
症
の
予
防
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
、
仲
間
が
で
き
る
こ

と
は
、
閉
じ
こ
も
り
を
防
い
だ

り
見
守
り
の
効
果
も
あ
り
、
み

な
さ
ん
喜
ん
で
ご
参
加
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
ク
ラ
ブ
は
、
地
域

と
学
校
の
連
携
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
地
元
の
高
等
養
護
学
校

の
生
徒
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

を
通
じ
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
は
、
教
育
目
標
と
し

て
、「
学
校
と
共
に
、
地
域
社

会
と
の【
地
域
共
学
】

教
育
を
推
進
す
る
。」

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
社
会
生
活
に
お

い
て
求
め
ら
れ
る
実

践
的
な
姿
勢
や
態
度

等
を
身
に
着
け
る
た

め
、
日
々
の
学
習
活

動
の
一
環
と
し
て
交

流
会
が
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
ク

ラ
ブ
は
、
微
力
で
は

あ
り
ま
す
が
、
地
域
社
会
と
の

つ
な
が
り
を
楽
し
み
な
が
ら
協

力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
受
彰
を
励
み
に
、
高

齢
者
の
社
会
参
加
や
明
る
い
地

域
づ
く
り
の
た
め
に
、
友
愛
活

動
と
し
て
の
サ
ロ
ン
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
の
交
流
活
動
に
、

尚
一
層
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
杉
本 

昭
夫
）

  

地
蔵
堂
は
、
集
落
の
ほ
ぼ
中

央
に
位
置
し
て
お
り
、
以
前
か

ら
老
人
ク
ラ
ブ
が
そ
の
お
守
り

を
引
き
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

地
蔵
堂
と
い
え
ば
、
普
通
、

地
蔵
様
だ
け
を
祀
り
ま
す
が
、

わ
が
町
の
お
堂
に
は
、
地
蔵
様

と
観
音
様
が
仲
良
く
同
居
し
て

い
ま
す
。

　

地
蔵
様
、
観
音
様
が
こ
の
地

に
祀
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
の

よ
う
で
、
以
来
何
百
年
と
い
う

長
い
間
、
我
々
人
間
界
の
で
き

ご
と
を
見
守
り
続
け
、
我
々
の

先
祖
も
ま
た
、
喜
怒
哀
楽
の
中

で
、
心
の
拠
り
所
に
し
て
き
ま

し
た
。

　

毎
年
、
四
、七
、十
二
月
に
は

会
員
に
よ
る
公
共
用
地
（
地
蔵

堂
庭
、
大
神
宮
敷
地
等
）
の
清

掃
奉
仕
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
八
月
二
十
三
日
、
二
十
四

日
の
地
蔵
盆
は
、
年
中
最
大
行

事
で
、
朝
か
ら
町
民
が
詣
で
、

夜
は
特
に
賑
や
か
で
、
赤
い
提

灯
が
境
内
を
埋
め
尽
く
し
ま

す
。

　

一
方
、
集
落
の
北
東
端
に
鎮

座
す
る
大
神
宮
は
、
旧
朝
鮮
人

街
道
沿
い
に
建
つ
大
き
な
常
夜

灯
で
、
階
段
状
の
基
礎
石
上
に

灯
籠
本
体
を
積
み
上
げ
る
「
壇

上
積
み
灯
籠
」
で
、
約
六
メ
ー

ト
ル
も
の
高
さ
は
市
内
で
も
最

大
級
で
す
。

　

毎
年
九
月
十
六
日
を

「
大
神
宮
祭
」
と
い
っ

て
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

こ
の
灯
籠
の
掃
除
を
し

て
、
御
神
酒
や
洗
米
を
供

え
灯
を
と
も
し
、
町
民
が

お
参
り
し
ま
す
。

　

我
々
の
先
祖
は
幾
百

年
こ
の
方
、
病
気
を
し
た

か
ら
と
い
っ
て
灯
籠
様

に
参
り
、
身
重
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
は
地
蔵

様
に
手
を
合
わ
せ
、
母
乳

が
出
な
い
か
ら
と
言
っ

て
観
音
様
に
願
を
か
け

て
き
た
の
で
す
。
灯
籠
様

や
地
蔵
様
に
は
先
祖
の

執
念
が
宿
っ
て
い
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
か
ら
四
年
前
の
地
蔵
盆

に
、
地
蔵
堂
に
導
く
地
蔵
門
の

落
慶
法
要
を
行
っ
た
際
、
地
蔵

堂
は
大
神
宮
と
と
も
に
、
町
民

に
と
っ
て
、
心
の
安
ら
ぎ
と
平

安
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
文

化
遺
産
で
あ
る
と
明
言
し
、
今

後
も
町
民
一
丸
と
な
っ
て
、
末

永
く
お
守
り
し
て
い
き
た
い
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

（
加
賀
爪
七
夫
）

愛
荘
町（
愛
知
川
）

市
東
老
人
ク
ラ
ブ

「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

表
彰
」
を
受
彰
し
て

野
洲
市
下
町
老
人
ク
ラ
ブ

地
蔵
堂
お
よ
び

大
神
宮
を

守
り
伝
え
る
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対

す
る
未
知
の
怖
さ
も
あ
っ
て
、

感
染
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
ず
い
ぶ
ん

制
限
さ
れ
、
特
に
、
仲
間
が
集

い
交
流
す
る
機
会
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
が
高
齢

者
の
心
身
の
健
康
に
与
え
た
影

響
は
大
き
く
、
コ
ロ
ナ
に
対
す

る
見
方
が
変
化
し
つ
つ
あ
る
今

も
、
元
通
り
と
ま
で
は
い
か
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
、
老
人
ク

ラ
ブ
も
老
ク
連
も
、
可
能
な
対

策
で
コ
ロ
ナ
と
付
き
合
い
な
が

ら
、
活
気
を
取
り
戻
す
方
向
に

舵
を
切
る
な
ど
、
積
極
的
な
動

き
も
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
、
県
老
ク
連
と
し
て

も
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、

今
ま
で
交
流
の
な
か
っ
た
人
と

触
れ
合
い
、
楽
し
み
や
感
動
を

分
か
ち
合
い
な
が
ら
ひ
と
時
を

過
ご
す
こ
と
を
目
的
に
、
十
月

十
三
日
、
丹
波
地
方
へ
の
日
帰

り
バ
ス
旅
行
「
仲
間
と
楽
し
も

う
！
秋
の
丹
波
路
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

バ
ス
一
台
で
三
十
人
限
定
と

い
っ
た
制
約
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
は

〇
丹
波
の
黒
豆
収
穫
体
験

〇
箸
で
食
べ
る

　

フ
ラ
ン
ス
料
理
の
ラ
ン
チ

〇
古
窯
丹
波
（
立
杭
）
焼
の

　

見
学
と
地
元
産
品
の

　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　

第
二
弾
（
来
年
度
）
は
、
み

な
さ
ん
の
ご
希
望
も
伺
い
な
が

ら
計
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

（
事
務
局
）

　

秋
晴
れ
で
絶
好
の
旅
行
日
和

と
な
っ
た
十
月
二
十
五
日
と

二
十
六
日
の
両
日
、
今
年
度
の

親
睦
旅
行
と
し
て
、
山
梨
県
の

石
和
温
泉
方
面
へ
出
か
け
ま
し

た
。

　

ど
こ
か
で
は
コ
ロ
ナ
の
こ
と

も
気
に
し
な
が
ら
で
し
た
が
、

六
十
名
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、

に
ぎ
や
か
で
楽
し
い
二
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

宿
泊
し
た
石
和
温
泉
は
、

六
十
年
ほ
ど
前
に
開
湯
し
た
新

し
い
温
泉
で
、
湯
量
豊
富
な

大
き
な
お
風
呂
で
ゆ
っ
く
り
、

ま
っ
た
り
楽
し
み
、
お
肌
も
ス

ベ
ス
ベ
？
に
な
り
ま
し
た
。

　

忍
野
八
海
は
、
富
士
山
の
伏

流
水
が
湧
き
出
た
八
か
所
の
湧

水
池
で
、
み
な
さ
ん
、
そ
の
透

明
感
と
そ
こ
か
ら
望
む
富
士
山

の
美
し
さ
に
思
わ
ず
見
と
れ
て

い
ま
し
た
。

（
白
井
　
京
子
）

コロナと付き合いながら

旅を楽しもう！
滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

秋
の
丹
波
路
を楽

し
む

野
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

石い
さ
わ和

温
泉
と

忍お
し

野の

八は
っ

海か
い

の
旅

古窯 丹波（立杭）焼ル・クロ丹波亭でのランチ

丹波黒豆（枝豆）収穫体験

忍野八海から望む富士山

八か所あるある湧水池のひとつ
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甲
良
町
老
ク
連
生
活
文
化
ク

ラ
ブ
の
取
組
「
珍
し
い
も
の
づ

く
り
体
験
」「
ち
ょ
っ
と
リ
ッ

チ
な
お
食
事
」「
ち
ょ
っ
ぴ
り

見
聞
を
広
め
よ
う
」
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
し
ば
ら

く
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
九

月
二
十
六
日
、
二
十
六
名
の
参

加
で
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

三
つ
を
セ
ッ
ト
に
し
た
取
組

は
、
生
活
文
化
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
始
ま
っ
た
と
き
か
ら
大
変
人

気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
、

古
都
京
都
を
拠
点
に
三
年
ぶ
り

の
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
珍
し
い
も
の
づ
く

り
は
、『
京
染
め
手
描
き
友
禅
』

の
体
験
で
す
。
友
禅
は
日
本
の

代
表
的
な
手
描
き
の
染
色
技
法

で
、
誰
で
も
一
度
く
ら
い
は
、

京
友
禅
は
鴨
川
で
、
ま
た
、
加

賀
友
禅
は
金
沢
の
浅
野
川
な
ど

で
染
色
時
に
着
い
た
余
分
な
糊

や
染
料
を
洗
い
流
す
『
友
禅
流

し
』
の
写
真
を
見
ら
れ
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。今
回
は
、

そ
の
よ
う
な
友
禅
染
の
作
業
を

体
験
さ
れ
ま
し
た
。み
な
さ
ん
、

実
際
に
染
料
を
使
っ
て
の
色
付

け
や
染
め
の
体
験
は
も
ち
ろ

ん
初
め
て
で
す
が
、
作
業
に
熱

中
す
る
こ
と
約
一
時
間
、
八
色

の
染
料
を
使
っ
て
慎
重
に
ト
ー

ト
バ
ッ
グ
の
布
製
素
地
に
筆
を

運
び
、
バ
ッ
グ
と
し
て
使
う
の

が
も
っ
た
い
な
い
く
ら
い
美
し

く
鮮
や
か
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
作
品
は
、
甲
良
町
老

人
ク
ラ
ブ
大
会
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。                 

　

も
の
づ
く
り
体
験
の
後
の

「
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
お
食
事
」

は
、今
回
は
当
然
京
料
理
で
す
。

み
な
さ
ん
、
湯
豆
腐
の
つ
い
た

盛
り
だ
く
さ
ん
の
『
京
料
理
盛

り
込
み
膳
』
で
、
お
い
し
い
京

の
味
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ま
れ
ま

し
た
。

　

も
の
づ
く
り
、
食
事
の
後
は

ち
ょ
っ
ぴ
り
見
聞
を
広
め
る
体

験
で
、
今
回
は
豊
臣
秀
吉
の
正

室
で
あ
る
北
政
所
（
ね
ね
）
が

秀
吉
の
冥
福
を
祈
る
た
め
に
建

立
し
た
『
高
台
寺
』（
臨
済
宗
）

の
参
拝
で
す
。

　

当
日
は
、
真
夏
の
よ
う
な
暑

さ
で
し
た
が
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
散
策
の
途
中
、
目
に
す
る
お

茶
室
の
掛
け
軸
や
お
花
な
ど

に
、
秀
吉
を
思
う
ね
ね
の
真
情

を
偲
ば
れ
て
い
た
方
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

  

　

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
と
う
ま
く

付
き
合
い
な
が
ら
近
く
の
京
都

を
拠
点
に
生
活
文
化
ク
ラ
ブ
が

め
ざ
す
活
動
が
で
き
、
み
な
さ

ん
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
早

や
、
次
回
の
取
組
に
つ
い
て
も

話
題
に
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
動
向
も
大
変
心
配

で
す
が
、
今
回
の
活
動
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
歴
史
と
実
績
の

あ
る
生
活
文
化
ク
ラ
ブ
の
活
動

が
ま
す
ま
す
充
実
し
、
そ
し
て

甲
良
町
老
ク
連
が
、
一
層
楽
し

く
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

（
取
材 

県
老
ク
連
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
中
止

さ
れ
て
い
た
「
日
帰
り
福
祉

バ
ス
研
修
旅
行
」
が
、
十
一

月
二
十
五
日
、
三
年
ぶ
り
に

二
十
八
名
の
参
加
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
、
水
面
か
ら

吹
く
風
も
肌
に
心
地
よ
く
、
絶

好
の
小
春
日
和
と
な
り
ま
し

た
。

　
「
水
戸
黄
門
」
や
「
剣
客
商

売
」
な
ど
数
々
の
ロ
ケ
で
も
お

馴
染
み
の
近
江
八
幡
「
水
郷
巡

り
」
で
は
、
船
頭
さ
ん
か
ら
、

水
郷
が
で
き
た
歴
史
や
「
葦よ
し

」

の
役
割
、
そ
こ
に
棲
む
生
き
物

な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
今
回
、

水
郷
巡
り
を
し
て
み
て
、
あ
ら

た
め
て
、
自
然
や
近
江
商
人
発

祥
の
地
と
し
て
独
自
に
発
展
し

た
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

八
幡
休
暇
村
で
豪
華
な
昼
食

を
い
た
だ
い
た
後
は
、「
め
ん

た
い
パ
ー
ク
び
わ
湖
」
で
お
土

産
を
買
い
、
日
暮
れ
前
に
は
帰

宅
で
き
る
と
い
っ
た
ゆ
っ
た
り

と
し
た
一
日
で
し
た
。

　

宿
泊
旅
行
も
よ
し
、
遠
方
へ

出
か
け
る
の
も
よ
い
の
で
す

が
、
県
内
の
名
所
な
ど
を
ゆ
っ

く
り
巡
る
の
も
ま
た
楽
し
い
も

の
で
す
。　
　
（
松
田
　
淳
子
）

甲
良
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
生
活
文
化
ク
ラ
ブ
」の

活
動
を
再
開
！

大
津
市
石
山
学
区
老
人
ク
ラ
ブ

近
江
八
幡

「
水
郷
巡
り
」
の
旅
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「
フ
レ
イ
ル
」
は
、
特
別

な
状
態
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加
齢
に
と
も
な
う
気
力
や
体

力
な
ど
の
減
退
は
、
長
寿
化

が
進
む
社
会
に
お
い
て
は
、

程
度
の
違
い
は
あ
っ
て
も
ほ

と
ん
ど
の
人
に
見
ら
れ
ま
す
。

そ
の
状
態
を
助
長
し
た
り
悪

化
さ
せ
る
要
因
が
あ
る
と
、

要
介
護
の
一
歩
手
前
の
フ
レ

イ
ル
状
態
に
な
り
、
さ
ら
に

い
ろ
い
ろ
な
状
況
が
重
な
る

と
、
つ
い
に
は
要
介
護
状
態

に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
状
態
が
進
行
す

る
要
因
に
は
、
大
き
く
二
つ

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
つ
は
、

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
関
節
症

な
ど
持
病
の
重
症
化
で
、
も

う
一
つ
は
、
見
た
り
、
聞
い

た
り
、
食
べ
た
り
、
動
い
た

り
す
る
心
身
の
機
能
の
衰
え
で

す
。
フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
、「
年

だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」
と
あ
き

ら
め
て
い
る
と
、
フ
レ
イ
ル
の

悪
循
環
に
陥
り
、
心
身
の
衰
え

が
よ
り
早
く
進
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
高
齢
期
の
健
康
づ

く
り
で
は
、フ
レ
イ
ル
の
予
防
・

改
善
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
な
ど
の
重
症
化

予
防
は
医
療
の
比
重
が
大
き
く

な
り
ま
す
が
、
重
要
な
三
つ
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

①
「
身
体
活
動
」

　

足
腰
の
筋
肉
を
鍛
え
る
た
め

に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
外
出
等
の
行
動
を
生
活
習

慣
と
し
て
取
り
入
れ
る
。

②
「
社
会
参
加
」

　

地
域
団
体
の
活
動
、
趣
味
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
人
と
交

流
す
る
場
面
等
へ
積
極
的
に
参

加
す
る
。

③
「
栄
養
の
摂
取
」

　

規
則
正
し
い
食
習
慣
、
口
腔

衛
生
、
食
生
活
に
お
い
て
は
、

低
栄
養
の
防
止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
等
の
摂

取
を
重
視
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
が
相
互
作
用

し
て
、
活
動
的
で
楽
し
く
、
生

き
が
い
の
あ
る
生
活
が
実
現
で

き
れ
ば
、
フ
レ
イ
ル
の
進
行
や

悪
循
環
を
か
な
り
予
防
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

（
三
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）

（
事
務
局
）

資料を参考に県老ク連が作成

健康維持してフレイルＳＴＯＰ！

健康寿命
生物学的寿命

回復可能 回復困難

悪 化 悪 化悪 化 悪 化

健康維持持してフレイルＳ持

健 康
フレイル

要介護
（身体機能障害）

ここが
重要！

身
体
能
力

フレイルチェック

１～２項目あてはまる人
３項目以上あてはまる人

フレイルの前段階（プレフレイル）
フレイルの疑いあり

「フレイル」の予防で  健康長寿！
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大
津
市
老
ク
連
は
、
会
員
の

交
流
と
親
睦
を
兼
ね
、
毎
年
秋

に
一
泊
旅
行
を
実
施
し
て
き
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
広
が
り
始
め
て
か
ら
は
、
残

念
な
が
ら
見
合
わ
せ
て
い
ま
し

た
。
今
回
、
コ
ロ
ナ
の
様
子
も

窺
い
な
が
ら
、三
年
ぶ
り
に「
白

浜
温
泉
の
旅
」
と
し
て
再
開
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
浜
温
泉
は
、
誰
も
が
一
度

は
行
っ
た
こ
と
の
あ
る
と
こ
ろ

な
の
で
参
加
者
が
集
ま
る
か
心

配
で
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
旅

行
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
す

ぐ
に
予
定
し
て
い
た
人
数
に
達

し
、
コ
ロ
ナ
に
は
十
分
注
意
し

な
が
ら
出
か
け
ま
し
た
。

　

旅
行
は
、
二
日
間
、
上
着
が

い
ら
な
い
ほ
ど
良
い
天
気
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
一
日
目
は
、「
梅

干
し
工
場
」
と
「
三
段
壁
」
を

見
学
、
夜
は
、
み
な
さ
ん
自
慢

の
の
ど
を
披
露
し
、
時
間
を
忘

れ
る
ほ
ど
和
気
あ
い
あ
い
で
楽

し
い
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ
ム
と
な
り

ま
し
た
。

　

二
日
目
、
道
成
寺
を
参
拝
し

た
後
は
ミ
カ
ン
狩
り
で
す
。
も

ぎ
た
て
の
ミ
カ
ン
を
頬
張
り
な

が
ら
、
子
ど
も
の
頃
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
て
ワ
イ
ワ
イ

ガ
ヤ
ガ
ヤ
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
親
睦
旅
行
で
、

両
手
に
お
土
産
を
抱
え
て
の
帰

宅
と
な
り
ま
し
た
。
白
浜
温
泉

二
日
間
の
旅
を
満
喫
し
ま
し

た
。

（
齋
藤　
　

弘
）

会
員
か
ら
の
原
稿
募
集
要
領

◆
該
当
す
る
「
テ
ー
マ
」
を
明
記
し
、
四
〇
〇
字
程
度
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

�

①
健
康
づ
く
り　

②
友
愛
活
動　

③
奉
仕
活
動

　

④
伝
承
活
動　

⑤
世
代
間
交
流
活
動

　

⑥
組
織
の
活
性
化　

⑦
魅
力
あ
る
老
人
ク
ラ
ブ

　

⑧
そ
の
他
の
テ
ー
マ
（
雑
感
含
む
）

◆�

各
号
お
一
人
様
ま
た
は
一
団
体
一
作
品
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◆
原
稿
締
切
…
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
原
稿
等
送
付
先　

　

〒
5
2
5
ｌ
0
0
7
2　

�　
　

草
津
市
笠
山
七
丁
目
８
番
1
3
8
号

　
　

県
立
長
寿
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

滋
賀
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

　県老ク連では、健康づくり支援事業として、各
市町老ク連、支部、ブロック・学区老ク連および単位クラブが行う健康
づくりの行事等に、出前講座として健康づくり推進員を派遣しています。
　内容は、
①ニュースポーツ　②健康体操　③体力測定　④料理教室　⑤マジック
などで、皆様の健康づくりを応援しています。
　今年度は、49回（11月末現在）の出前講座を実施
し好評を得ています。
　出前講座への健康づくり推進員の派遣費用（謝礼、
交通費、資料代等）は全て県老ク連が負担します。

お申込みは　市町老ク連を通じて、県老ク連まで

大
津
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

だより

健康づくり推進員

日
本
三
古
湯

白
浜
温
泉
の
旅
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● 健康づくり推進員の派遣
　令和４年は、新型コロナウイルス感染症が終息しな
い中、感染には十分注意しながら、健康づくり推進員
による出前講座によりスポーツ指導やマジック等を行
いました。

● スポーツ用具の貸し出しと実技講習
　健康づくりに使っていただくために 、30数種類の
ニュースポーツ用具の貸し出し（無料）を行っていま
す。新たに導入したスポーツについては講習を行い、
希望があれば、指導のために健康づくり推進員を派遣
します。

● 健康づくりの学習活動
　県老ク連では、研修会や市町老ク連への
補助事業として、認知症等高齢者がかかり
やすい病気の理解と予防について、専門の
講師による学習活動を行っています。

県老ク連の介護予防 ・健康づくり活動



令和 5年（2023 年）1月発行（ 11 ）第 29 号 いきいき近江

▼
俳 

句近
江
八
幡
市
　
　
大
川
　
　
勇

雪
解ど

け
を
集
め
て
満
面
淡
い
湖う
み

竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
絹
枝

老
い
て
買
う
色
鉛
筆
は
秋
の
風

▼
川 

柳竜
王
町
　
　
　
　
堀
井
　
　
平

世
話
焼
く
な
自
分
の
事
を
先
に
や
れ

甲
賀
市
　
　
　
　
中
島
　
稔
子

ぼ
け
防
止
ロ
ボ
ッ
ト
友
に
会
話
し
て

愛
荘
町
　
　
　
　
上
林
　
恒
子

こ
こ
掘
れ
と
国
の
借
金
ポ
チ
が
な
く

甲
良
町
　
　
　
　
田
中
華
代
子

湯
た
ん
ぽ
の
ほ
ど
よ
い
温
み
母
思
う

▼
短 

歌近
江
八
幡
市
　
　
大
川
　
　
勇

こ
の
里
を
出
て
ゆ
く
子
等
を
見
つ
め
て
る

　

岩い
わ

戸と

山
頂
に
二
岩
の
目
玉

甲
賀
市
　
　
　
　
中
島
　
稔
子

朝
霜
の
上
辺
の
白
さ
溶
け
や
す
く

　

醜
さ
隠
す
人
の
世
に
似
て

愛
荘
町
　
　
　
　
上
林
　
恒
子

鈴
鹿
山
系
に
囲
ま
れ
て
日
々
に
恩
恵

　

受
け
た
り
し
登
る
朝
日
に
生
か
さ
れ
る

◆俳句、短歌、川柳、情歌の部門を募集します。（冠句はありません）
◆�応募は、「ハガキ」に１人あたり１部門１作品（厳守）とし、どの部

門の応募かを明記してください（１枚のハガキに書く部門の作品各１
点を記入することはできますが、同一部門の作品が２点以上ある場合
は無効となりますのでご注意願います）

◆読みにくい文字やあて字には、必ずふり仮名をつけてください
◆�応募作品には、郵便番号、住所、氏名、電話番号、単位クラブ名、所

属する市町老ク連名を明記してください
◆�応募作品は、掲載・不掲載に関わらず返却いたしませんのでご了承く

ださい
※�締め切り、送付先は９頁の「会員からの原稿募集要領」をご覧ください

文芸作品募集

●
現
状
を
変
え
る
た
め
に

　

老
人
ク
ラ
ブ
、
老
ク
連
と
も

会
員
が
減
る
一
方
で
、
活
動
や

運
営
の
あ
り
方
に
悩
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

よ
う
に
新
型
コ
ロ
ナ
が
出
現

し
、
未
だ
活
動
を
妨
げ
る
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

関
係
す
る
誰
も
が
「
こ
の
ま

ま
で
は
…
」
と
危
機
感
を
持
ち

日
々
悩
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
そ
う
し
て
い
る
間
も
老
人

ク
ラ
ブ
の
活
動
や
組
織
の
弱
体

化
は
進
ん
で
い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、「
こ
の
状
態
を
何

と
か
し
た
い
」
と
の
思
い
で
、

新
た
な
取
組
を
始
め
た
り
、
組

織
の
改
革
を
進
め
る
と
こ
ろ
も

増
え
て
き
て
お
り
、
例
え
ば
、

今
ま
で
と
違
っ
た
視
点
で
、
会

員
が
喜
ん
で
集
ま
れ
る
行
事
を

企
画
し
た
り
、
ま
た
、
個
人
で

老
ク
連
に
加
入
で
き
活
動
に
も

参
加
で
き
る
制
度
を
創
る
と
こ

ろ
も
増
え
て
い
ま
す
。
個
人
加

入
制
度
に
つ
い
て
は
メ
リ
ッ

ト
も
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す

が
、
従
来
の
形
式
に
と
ら
わ

れ
な
い
柔
軟
な
対
応
も
必
要
に

な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
新
し
い

こ
と
や
改
革
に
目
を
向
け
取
り

組
む
に
は
、
創
造
的
で
熱
意
の

あ
る
リ
ー
ダ
ー
や
ス
タ
ッ
フ
、

目
標
に
向
け
て
前
向
き
な
話
し

合
い
が
で
き
、
ま
と
め
上
げ
る

組
織
力
が
不
可
欠
で
す
。

●
県
老
ク
連
の
試
み

　

組
織
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
に
つ
い
て
は
、市
町
老
ク
連
、

県
老
ク
連
に
共
通
し
た
悩
み
で

す
。
そ
こ
で
、
特
に
老
人
ク
ラ

ブ
組
織
の
活
性
化
や
存
在
感
を

高
め
る
た
め
に
、
現
行
の
事
業

以
外
に
、
県
老
ク
連
の
立
場
と

し
て
で
き
る
こ
と
や
、
市
町
老

ク
連
と
協
働
し
て
で
き
る
こ
と

が
な
い
か
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
令
和
四
年
度
は
、

単
位
ク
ラ
ブ
や
市
町
老
ク
連
を

応
援
し
、
仲
間
づ
く
り
や
健
康

づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を
目

的
に
、
新
た
に
二
つ
の
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

（
六
、十
二
ペ
ー
ジ
に
関
連
記

事
）

　

二
つ
の
活
動
に
つ
い
て
参
加

者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
ぞ

れ
希
望
が
殺
到
し
、
特
に
「
お

花
あ
そ
び
教
室
」
は
、
十
老
ク

連
で
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
も
約
五
百
人
以

上
と
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る

状
況
で
、
参
加
さ
れ
た
方
々
に

は
、
感
激
と
共
感
に
自
慢
も
交

え
な
が
ら
大
変
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

県
老
ク
連
と
し
て
は
、
こ
の

活
動
を
通
じ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ

や
老
ク
連
と
の
つ
な
が
り
や
理

解
が
少
し
深
ま
っ
た
よ
う
に
も

感
じ
ま
す
。
こ
の
成
果
を
も
と

に
、
来
年
度
も
ぜ
ひ
実
施
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
事
務
局
）

〜
喜
び
、
共
感
、
つ
な
が
り
を
大
切
に
〜

令
和
四
年
度　

県
老
ク
連
の
試
み
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会
員
の
減
少
や
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
地
域
の
仲
間
同
士
で
あ
っ
て

も
交
流
す
る
機
会
が
減
り
、
そ
れ
ま

で
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
も
で

き
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

県
老
ク
連
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
仲

間
が
同
じ
目
的
で
集
い
、
楽
し
み
、

創
造
力
を
発
揮
し
て
心
身
の
健
康
を

高
め
合
え
る
取
組
と
し
て
、
昨
年
度

か
ら
花
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
の
出

前
講
座
「
お
花
あ
そ
び
教
室
」
を
始

め
ま
し
た
。
講
師
は
県
老
ク
連
の
職

員
で
、
市
町
の
老
ク
連
や
単
位
ク
ラ

ブ
等
か
ら
の
希
望
に
応
じ
て
現
地
に

出
向
き
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
保
存
加
工
さ
れ
た
天

然
の
花
な
ど
を
使
っ
た
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
と
正

月
飾
り
に
な
る
し
め
縄
リ
ー
ス
、
そ

し
て
、
つ
ま
み
細
工
の
三
種
類
か
ら

選
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
市
町

老
ク
連
や
県
老
ク
連
の
女
性
委
員
の

協
力
も
あ
っ
て
、
材
料
の
準
備
か
ら

実
施
ま
で
対
応
に
追
わ
れ
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

実
施
結
果
は
、
今
後
の
予
定
も
含

め
て
、
二
十
七
カ
所
（
十
老
ク
連
）

で
受
講
者
は
五
百
二
十
名
で
す
。

　

受
講
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、
美
し

い
作
品
に
仕
上
が
っ
た
喜
び
と
と
も

に
、
次
に
期
待
す
る
こ
と
ば
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
新
た
な
取
組
を
行
っ

た
県
老
ク
連
と
し
て
は
う
れ
し
い
限

り
で
、
み
な
さ
ん
か
ら
は
元
気
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

県
老
ク
連
は
、
ま
す
ま
す
高
齢
化

し
長
寿
化
す
る
社
会
に
お
い
て
、
仲

間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を
基
本

に
、「
入
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
感
じ

て
も
ら
え
る
老
人
ク
ラ
ブ
、
老
ク
連

と
な
る
よ
う
、
新
し
い
企
画
も
念
頭

に
、
出
前
講
座
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
（
事
務
局
）

　新年おめでとうございます。
　今年こそ、新型コロナに注意しながらも、
仲間のつながりを大切に、元気に活動できる
年になるよう期待したいものです。
　この「いきいき近江」が、情報交換の場と
して、また、仲間としての連帯感を深める一
助となりますよう、 皆様のご活躍の様子を、
ぜひ、ご紹介くださるようご協力よろしくお
願いいたします。　　　（広報委員会）

─ 編 集 後 記 ─

出前講座
〜お花あそび教室〜

プリザーブドフラワーアレンジメント つまみ細工 しめ縄リース

豊郷会場 野洲会場

近江八幡会場

秦荘会場 信楽会場

野洲会場

日野会場

　　　　　　竜王会場


	新1,2,3,4.pdf
	新5,6,11,12.pdf
	新7.pdf
	新8,9,10.pdf



